


















第85回 都市対抗野球大会 東京一次予選 一回戦

２０× 警視庁野球部

三

今季初戦
先発の斎藤
2安打8奪三振
警視庁打線を
封じる

浅いレフトフライで川島はタッチアップでホームを
狙うも相手の好返球に阻まれる

斎藤の好投にバックも好プレーで応えた六番の俵は、7回低めの球を痛烈にセンター前に
はじき返した

３回 センター前へタイムリーヒットを放つ大畑

GOLD’S GYM

警視庁野球部 000 000 000 0

２０１4年4月27日  府中市民球場
第85回都市対抗野球大会 東京一次予選 一回戦
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【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

6 19 87 2 8 1 0 0

02 12 47 3 1 1 0
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【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

川島
末政
大畑
塩田
川村
俵
河西
三井
村瀬
仁田

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
6（一）
　 一
7 DH
8（捕）
9（ニ）

斎藤

嶋田

米持

左飛
四球
一ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ニゴ
左飛
右直
ーー
ーー
ーー
ーー

右前
四球
右前
左飛
ーー
ーー
ーー
死球
ニゴ
四球

ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
二飛
ーー
遊飛
ーー
ーー

ニ直
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
死球
三ゴ

ーー
三振
右飛
四球
三飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中前
ーー
ニゴ
中飛
遊ゴ

中前
捕飛
遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
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打　安　点　得　振　四死

盗塁：

１番の川島は３回にライト前、
８回にもセンター前と2安打の活躍

　　 回、三井、仁田が四球で出塁、さらに1番川島のヒットで満塁とすると末政。
       が四球を選び押し出しで先制点を奪います。続く3番の大畑は変化球を巧
くとらえ、センター前にタイムリーヒットを放ち、この回2点を先制します。
（G2-0K）
しかし、3回以降は7回俵のセンター前、8回川島のセンター前の二本。結局、こ
の日のヒット数は終わってみれば4安打のみ。
　しかし先発斎藤の投球が冴えました。緩急を交えたピッチングで相手に的を
絞らせず計6回を１四球、２安打、8奪三振と公式戦初戦の先発という重責に好
投で応えました。
7回からは嶋田、9回は2アウトランナー
2、3塁のピンチで米持に交代。自らの四
球で満塁とするものの、最後のバッター
を三塁ゴロにしとめゲームセットとなりま
した。監督より試合後に選手へ「自分を
客観視することで、自分自身をしっかり
見つめて欲しい。何より心構えが結果に
つながるということを、各自意識し次の
試合に備えて欲しい」とコメントがありま
した。

6回を1四球、2安打、8奪三振と公
式戦初戦で好投した斎藤

村瀬は先発斎藤をはじめ投手陣を
好リードで支えた。
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２０× 鉄腕硬式野球部

　　 衡を破ったのはゴールドジム。5回、この回先頭の9番仁田が右中間へ二塁打
       を放ち、その後四球などで 一、三塁のチャンス。三番大畑の打球は平凡な二
塁ゴロ。ここで三塁ランナーの仁田は果敢にホームに滑り込み、タッチをうまくかわ
しホームインで先制。（G1-0T）四番の塩田も続き、カウント2-2からアウトコースの
スライダーをレフト前に運ぶと、二塁ランナーの末政は俊足を生かし一気にホーム
へ帰還（G2-0T）
　公式戦初の先発となる米持は、序盤に何度かピンチを迎えるも3回以降は変化
球でカウントをとり、投球にもリズムができ6回をヒット6本、5三振、0点に抑え、そ
の役目を果たしました。また、バトンをうけた種市も、スピードのあるストレートに、変
化球も冴え、ヒット３本に抑え、２次予選進出決定戦へと駒を進めました。

均

第85回 都市対抗野球大会 東京一次予選 ニ回戦

米持の好投
投打が噛み合い３回戦へ

GOLD’S GYM

エスプライド
鉄腕硬式野球部 000 000 000

00000 020
0
2

２０１4年4月29日  府中市民球場
第85回都市対抗野球大会 東京一次予選 二回戦
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打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

川島
末政
大畑
塩田
川村
田中
俵
河西
三井
西郷
鹿子島
村瀬
仁田

１（右）左
2（中）
３（遊）
４（三）
５（左）
　 右
6（一）
　PH
7 DH
   PH
   PR
8（捕）
9（ニ）

米持

種市

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
ーー
右二
ーー
右飛
ニゴ

ーー
三振
右中二
左飛
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
一ゴ
ーー
ーー
中飛
四球

一ゴ
四球
ニゴ
左前
四球
ーー
一直
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中二

ーー
ーー
ーー
ーー
三振
ーー
投ゴ
ーー
右二
ーー
ーー
三ゴ
ーー

左前
犠打
一飛
左直
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ニゴ
右飛
中二
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

32 9 2 2

０
１
0
０
１
0
0
0
0
0
0
0
１
3

0
１
0
０
１
0
0
0
0
0
0
0
１
3

5 26 99 6 5 5 0 0

03 14 46 2 1 1 0

ーー
ーー
ーー
ーー
中直
ーー
右前
ーー
右前
ーー
ーー
ニ飛
三振

1/3

2/3 大畑はツーベース２本とクリーンナップの
役割を果たした

5回 仁田のセンターへの二塁打が
得点への口火となった

村瀬の好リードが２投手を支えた。2回にライト前、4回にもライトへ二塁打を放ち、こ
の日2安打の三井

塩田のタイムリーで、２塁から一気にホームをつく
好走塁を魅せた末政

2回ライト前にヒットを放つ俵

種市は大学の後輩
米持の後を受け、気持ちの

入った投球を魅せた

先発の米持は強力打線に
対し、6回3分の１を無失点
に抑え役目を果たした。
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第85回 都市対抗野球大会 東京一次予選 二次予選進出決定戦

10 ０×
REVENGE99

初

GOLD’S GYM

REVENGE 99 000 000 0

２０１4年5月4日  府中市民球場
第85回都市対抗野球大会 東京一次予選 二次予選進出決定戦

130 420

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

5 17 69 2 4 0 0 0

01 4 13 0 0 1 0

01 3 11 0 1 0 0
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２
4
１
0
２
0
0
0
0
0
0
0
0
0

２
0
１
１
0
0
1
0
0
0
１
0
1
0
3

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

川島
末政
大畑
塩田
川村
田中
俵
河西
三井
仁田
西郷
鈴木
欠端
鹿子島
村瀬

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
PH 右
6（一）
PH一.捕
7 （ニ）
　 ニ
8 DH
　PH
　PH
　PH
9（捕）一

嶋田

吉田

植木

左二
一犠
中儀飛
中安
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

遊ゴ
右安
中安
中飛
ーー
ーー
右安
ーー
投儀
ーー
四球
ーー
ーー
ーー
四球

ーー
ーー
ーー
ーー
右飛
ーー
三振
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

四球
一飛
ニゴ
左二
ーー
左安
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
三振
ーー
ーー
中安

打妨害
四球
右安
四球
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
投ゴ
ーー
ーー
四球
ーー
左安

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中安
ーー
中飛
ーー
ーー
ーー
中飛
三振

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

261１1010 3 6

打　安　点　得　振　四死
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（大会規定により7回コールドゲーム）

嶋田 5回2安打の好投!!
1０得点で二次予選進出!!

　  　回、先頭打者の川島がレフト二塁打で出塁。末政の犠打と大畑の犠飛で手
　　  堅く一点を先制します。
二回にも先頭の俵がセンター前で出塁すると、2死二、三塁から２番・末政がライト
前に２点適時打を放つなどこの回3点を追加します。4回には村瀬のヒット、塩田、
田中の適時打で4点を奪います。終始優勢に試合を運び、5回にも村瀬、塩田のタ
イムリーで2点を奪い、計10点。
　投げては公式戦初先発の嶋田がテンポ良いリズムで、投球を重ね、継投の吉
田、植木も無安打と投手陣は7回を0点に抑え、終わってみれば強打のリベンジ
99を散発2安打と見事な投球内容で二次予選進出を決めました。
手塚監督は「チーム内でいい競争ができている」とコメントし、好投した先発・嶋田
は「ストライク先行でテンポよく投げられた。２次予選でも出番があれば、よい流れ
を作れるピッチングをしたい」と力強く語った。

二回、末政はライトへ二点タイムリーヒット

田中は詰まりながらもレフト前2点タイムリーヒット嶋田の後を受けた吉田。
1回を0点に抑える

最終回は植木が打者３人
で締めた

1回表川島はレフトへ二塁打

塩田は初回のセンター前を含め２安打1打点

俵は2回にセンター前ヒット 村瀬は5回に２本目となるヒットを放つ

初回、大畑のセンター犠牲
フライで1点を先制
大畑はこの日２安打
４打点の活躍を見せた

公式戦初先発で5回を
2安打に抑えた嶋田
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0 10× JR東日本

　　 発の種市は、初回ＪＲ東日本打線につかまり、味方のエラーなどもあり5点 
       を失います。三回にも加点されるものの、その後六回に交代するまでは０点に
抑え、早い回での失点が悔やまれました。
　打撃陣は、三回に仁田、川島のヒット、その後も大畑、村瀬らがヒットを放つも、Ｊ
Ｒ東日本が送り出す投手陣に打線がつながらず得点ならず。
　七、八回は種市の後を受けた、佐藤、米持が登板しどうにか粘るも、八回コールド
で敗退という結果に終わりました。

先

第85回 都市対抗野球大会 東京二次予選 一回戦

捕手の村瀬はJR東日本の
積極的な足攻に対し一捕殺。
簡単には進塁させない。

5回、ライト前に巧く落とした村瀬今大会通じて初登板の佐藤 3回、チーム初ヒットをセンター前に放つ仁田

6回、大畑はアウトコース速球をとらえレフト前ヒット3回、仁田に続きセンター前ヒットを放つ川島

ゴールドジム大応援団応援合戦が繰り広げられた

最後は米持が登板

GOLD’S GYM

JR東日本
000 000 00

11503 000
0
10

２０１4年5月24日  大田スタジアム
第85回都市対抗野球大会 東京二次予選 一回戦
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0
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0
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1
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打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

川島
西郷
末政
大畑
塩田
川村
田中
鹿子島
俵
河西
三井
村瀬
仁田
鈴木
上田

１（左）右
　PH
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
　 右中
　 左
6（一）
　 一
7 DH
8（捕）
9（ニ）
   PH
    ニ

種市

佐藤

米持

三振
ーー
三振
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
中飛
ーー
ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

中前
ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
遊ゴ
ニ直
中前
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
左飛
三ゴ
四球
ーー
ーー
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
右安
ーー
中飛
ーー

ーー
ーー
中飛
左安
右飛
ーー
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右飛
ーー
四球
一ゴ
ーー
ーー
ーー

ニゴ
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三振

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

26 4 0 0 6 2

5 30 106 11 2 5 8 ６

00 4 19 0 0 3 0

211 39 2 0 3 2

1/3

2 2/3

×
（大会規定により８回コールド）

二次予選 初戦は昨年度 都市対抗
準優勝チーム ＪＲ東日本に完敗　

先発の種市。
万全でないながらも
5回を投げ抜いた
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第85回 都市対抗野球大会 東京二次予選  第二代表 一回戦

4 ２× 鷺宮製作所

先　　 攻のゴールドジムは一回、末政、大畑の連続ヒットと田中が四球を選び満塁  　　 のチャンス。ここで六番の川村は四球目、甘く入った高めのストレートを強
振。センター頭上をライナーで超える走者一掃のタイムリーツーベースで三点を
先制します。その裏、先発の斎藤康はヒットと四球などで満塁とされ、ツーベース
ですぐに二点を返されます。
　追加点が欲しいゴールドジムは四回、この回先頭の塩田がライトへツーベース
を放ち、田中がバントで送りランナー三塁の場面で再び川村。初球140キロのス
トレートにバットを折られながらもレフト前タイムリーで一点を追加。
　この後、五回に大畑の二塁打、七回にも仁田のセンター前ヒットから得点圏にラ
ンナーを進めるも得点にいたらず。
　すると、八回齋藤からバトンを受けた嶋田が連続四球でランナー一、二塁の場
面で米持に交代。米持は一アウト満塁のピンチも、気持ちの入った投球で後続を
しのぎます。九回、米持は連続安打を許したところで種市に交代。種市は後続三人
を打ち取り勝利。全員野球で勝利し敗者復活二回戦へと駒を進めました。 

村瀬はツーベースで出塁。

嶋田は緊迫した場面で登場も２四球で交代

最終回、二アウト一、二塁で登板の種市。
満塁とするもレフトフライに打ち取り締める

八回１アウト満塁で登板の米持は、気持のこもった
投球でピンチをしのぐ

大畑も末政に続きライト前にクリーンヒット初回、末政がチーム初ヒットとなるセンター前で出塁 塩田はツーベースヒットを放つ

GOLD’S GYM

鷺宮製作所
300 100 000

000200 000
4
2

２０１4年5月26日  大田スタジアム
第二代表 一回戦
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4
4
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2
4
2
１
1
4
4

0
1
2
2
0
2
1
0
0
1
1

2
0
2
0
0
1
1
１
0
0
0

0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0

打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

川島
末政
大畑
塩田
田中
川村
俵
欠端
河西
村瀬
仁田

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
6 DH
7（一）
　PH
    一
8 （捕）
9 （ニ）

齋藤 康

嶋田

米持

種市

三振
中安
右安
左飛
四球
中ニ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右安
ーー
ーー
ニゴ
遊ゴ

三ゴ
ニ飛
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
右二
三犠打
右安
三ゴ
ーー
ーー
右二
ニゴ

三振
遊ゴ
右ニ
遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
遊ゴ
三振
ーー
三振
ーー
ーー
ーー

投安
遊ゴ
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
中安

ーー
ーー
ーー
ニ安
右飛
三飛
ーー
ーー
遊ゴ
ーー
ーー

右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
一ゴ

3510 4 4 6 1

6 34 145 7 3 6 2 2

00 3 15 0 0 2 0

2/3

2/3

1/3

0 1/3

1 12
1 2

35 2
0

1
0

3
0

0
0

0
0

0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0

0
1
1
1
1
0
0
０
0
0
0

先発の齋藤康は、130キロ台後半
の速球と変化球をコーナーへ丁寧
に投げ分け、好投を見せた。

劇的勝利!!
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第85回 都市対抗野球大会 東京二次予選  第二代表 一回戦

5回ランナー１塁で4番を迎え、川島は頭上を越えよう
かという大飛球をフェンス際でジャンピングキャッチ

7回にセンター前ヒットを放つ仁田。2回に俵はライト前ヒット

田中は詰まりながらもレフト前2点タイムリーヒット

試合の様子は５月２７日の毎日新聞朝刊をはじめ各紙、ウェブなどでも大きく取り上げられました。

都市対抗野球
本戦出場 
十二回の強豪
に勝利!!

初回満塁のチャンスで川村は
センターの頭上を超える走者
一掃のタイムリーツーベース。
4回にもランナーを三塁にお
き、140キロのストレートを右
前にタイムリー

15



第85回 都市対抗野球大会 東京二次予選  第二代表 二回戦

3 5× セガサミー

先   　 先発の植木は制球が定まらず、米持に早々に交代。好投を続けていた米持       は四回にヒット、エラーで出塁を許すと、スクイズ、適時打で二点を先制され
六回にも一点を失います。
　投手陣の踏ん張りに打撃陣が奮起します。七回三井のヒット、村瀬、川島のタイ
ムリーで二点を返します。しかしその裏、七回から登板した嶋田は、連続ヒットとエ
ラーで二点を失います。
　粘りを見せるゴールドジムは九回、村瀬がセンターの頭上を越える二塁打、川島
の適時二塁打で一点を返すものの、後続が倒れ敗退。ヒット数では10本とセガサ
ミーを上回り、後半流れが傾きかけたように見られただけに、中盤の守備のミスに
よる失点が悔やまれました。

好走塁を見せ、三塁を陥れる俵チームの初ヒットはこの日5番に入った田中。末政は3回にレフト前ヒット 5回センター前ヒットを放つ三井。七回にもライト前ヒット。
この日2安打と振れていた。

植木の後を受けた米持。急な登板にも関わらず
5回と３分の2を5安打、自責点2と好投

あわよくばの
試合展開

セガサミーを
上回る10安打を放つも
終盤粘るも力尽きる

GOLD’S GYM

セガサミー
000 000 201

20×000 201
3
5

２０１4年5月28日  大田スタジアム
第85回都市対抗野球大会 東京二次予選 第二代表 二回戦

5
5
3
4
4
3
1
3
0
1
3
1
3

4
1
0
0
1
0
0
0
0
0
2
0
2

0
1
0
0
0
1
1
0
0
1
0
0
0

0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

川島
末政
大畑
塩田
田中
川村
西郷
俵
河西
上田
三井
仁田
村瀬

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
6 DH
　PH
7（一）
　PR
    一
8 （ニ）
   二
9（捕）

植木

米持

嶋田

中飛
二飛
四球
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
中安
三ゴ
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ニ安
左安
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
一ゴ
ーー
三ゴ

ーー
ーー
ーー
遊飛
中飛
遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

右安
ニ飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中飛
ーー
ーー
中安
ーー
一犠打

ーー
ーー
左飛
一ゴ
遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

左安
三振
中飛
ーー
ーー
三振
ーー
遊失
ーー
ーー
右安
ーー
遊安

ーー
ーー
ーー
ニゴ
遊ゴ
ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

右ニ
三ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三振
ーー
遊ゴ
中ニ

3610 2 2 3 1

０ ４ １６ 0 0 3 0 0

25 23 97 5 3 3 3

1/3

2/3

2 12 50 4 2 0 2 0

2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
1
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第85回 都市対抗野球大会 東京二次予選  第二代表 二回戦

3番手で登板の嶋田。連日の登板この日先発のはサイドハンドの植木。慎重に
なり過ぎたか制球が定まらない

好守で投手陣を支える内野陣

村瀬は捕手としてのリードとフットワークもさることながら、打者としても2安打の活躍 川島は右へ左へと5打数4安打の活躍。最終回にはライトへツーベースを放つ

キャッチャーの村瀬は
この日も1捕殺。
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　　 発の先攻のゴールドジム（GG）は、先頭の川島が三遊間へで出塁すると、
       末政が送り、早くも得点圏にランナーを進めますが、後続が倒れ得点ならず。
中３日での登板となる先発の齋藤は、初回四球などで1、3塁とするも、力のあるス
トレートで切り抜けます。しかし、3回、相手打線にセフティーバントから、四球、単
打、二塁打、さらにスクイズなどで崩され3点を失います。四回にも四球で出したラ
ンナーをタイムリーでかえされ、1点を失う追う展開となります。
１点を返したいGGは2回に川村の中前安打、６回にも川島の内野安打を放つも、
打線が沈黙。
　5回以降は齋藤から交代した種市、嶋田もヒットを許し、連戦による疲れも見ら
れ、残念ながら七回コールドゲームにて敗退となりました。
今大会期間中、応援にお越し頂きました皆様、本当にありがとうございました。

第85回都市対抗野球大会 東京二次予選 第四代表 一回戦

０１１× 明治安田生命

先

キャプテンの仁田は悔しさを見せた。来年に期待し
たい。

齋藤からバトンを受けた種市も、万全でないながら
も我慢の投球

2回川村はセンター前へクリーンヒット

川島はリードオフマンとして２安打の活躍 二番手で登板した種市

投手陣は何度もランナーを背負う
苦しい場面が見られた

GOLD’S GYM

明治安田生命
000 000
003 134

0
11

２０１4年5月30日  大田スタジアム
第85回都市対抗野球大会 東京二次予選 第四代表 一回戦

３
２
３
３
３
２
２
１
１
１

２
0
0
0
0
１
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
１
１
１
0
0
１
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
1
0
0

打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

川島
末政
大畑
塩田
田中
川村
俵
村瀬
仁田
三井

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
6 DH
7（一）
8（捕）
9（ニ）
   PH

齋藤康

種市

嶋田

左安
投犠打
三振
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
中前
投ゴ
ーー
ーー
ーー

投ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
四球
投ゴ
ーー

ーー
投ゴ
三ゴ
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
左飛
三振
ーー
ーー
ーー

ニ安打
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
遊ゴ
ーー
ニゴ

ーー
ーー
右飛
三振
三ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

21 3 0 盗塁：川島0 4 1

4 21 75 5 2 4 4 4

71 9 47 4 1 5 7

03 7 1 0 0 0

1/3

0 2/3

×

第４代表を
かけた一戦

選手は疲労を隠せず
都市対抗二次予選

幕を閉じる

3番手の嶋田、今大会はフル回転。今後に期待される。
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3 15× 群馬ダイヤモンド
ペガサス

　　気にも恵まれ、平日の午前中にも関わらず200名近くの方にご来場頂き、試合前か
　　ら球場全体は熱気に包まれました。 
２回表、先発の種市は、元オリックス４番のカラバイヨ選手にレフトオーバーの二塁打を
許し、四球、エラー、ヒットでこの回2点を先制を許します。
その裏、GGはこの日4番の塩田が、外角の変化球をセンター前にクリーンヒット。すると
続く俵は打った瞬間それとわかる右翼席に飛び込む2点本塁打を放ち同点に追いつく。
4回裏、この回先頭の塩田は四球を選び、前の打席で本塁打を放った俵が送りバントで
ランナー２塁。
ここで川村はレフト線へ痛烈な二塁打を放ち1点を返します。（G3-3群）
6回表に回2点を許すと、ここまで粘り強く投げ続けた種市から斎藤に交代。
ここから以降9回まで、ピッチャーは植木、島田、米持、吉田、佐藤を投入するものの、四
球、エラーをからめ長短打を浴び、7、８、９回 計3回で9安打10失点。
一方の打撃陣も、得点にむすびつく攻撃ができず、敗退となりました。
終わってみればバックスクリーンへの2本塁打を含め18安打15失点という猛攻にあい
その力の差を見せつけられる結果となりました。
しかし、今回は新戦力も含め随所に好プレーも見られ、これから始まる今シーズンは
個々が修正点を見いだし、チームのさらなる躍進に期待します。

２０１４プロ・アマ交流戦

独立リーグチームとの初対決
圧倒的なパワーの差を見せつけられる

東京ガールズの皆さんによる本場のチアパフォーマンス村瀬は、その強肩で2捕殺、打撃でも５回にライト前ヒット

4回、レフト線へ痛烈なタイムリー二塁打を放った川村2回得点の口火となるセンター前ヒットを放つ4番の塩田

５番の俵は、打った瞬間それと
わかる豪快な2点本塁打。
打球の行方を追う俵

元オリックス カラバイヨ選手
にバックスクリーンへ特大の
本塁打を打たれる

32 6 3 3 6 4

1/3

0/3

2/3

2/3

1/3

GOLD’S GYM

群馬ダイヤモンド
ペガサス 020 102 460 15

２０１4年4月16日  江戸川区球場
第85回都市対抗野球大会 東京一次予選 一回戦

000020 100 3

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

6 30 114 10 3 3 3 3

0 5 18 3 1 1 2 3

0 2 8 0 0 2 0 2

0 3 7 2 0 1 0 2

0 4 13 1 0 1 4 3

0 3 13 1 0 1 1 1

1 3 9 1 0 0 0 0

４
１
３
１
４
２
２
１
４
３
１
１
１
１
３

1
0
0
0
0
２
１
0
１
0
0
0
0
0
１

0
0
0
0
0
0
２
0
１
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
２
１
0
0
0
0
0
0
0
0

１
0
１
0
１
0
0
１
１
0
１
0
0
0
0

0
0
0
0
0
２
0
0
0
0
0
0
0
１
１

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

川島
手塚
三井
仁田
大畑
塩田
俵
河西
川村
末政
欠端
西郷
鈴木
田中
村瀬

１（左）
　PH
2（ニ）
　ニ
３（遊）
４（三）
５（一）
　一
6（右）
7（中）
　PH
8 DH
   PH
   PH
9（捕）

種市

齋藤

植木

嶋田

米持

吉田

佐藤

中飛
ーー
ニゴ
ーー
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中安
本塁打
ーー
三ゴ
ニゴ
ーー
ニゴ
ーー
ーー
ーー

遊ゴ
ーー
三飛
ーー
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
死球

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
四球
三犠打
ーー
左安
遊ゴ
ーー
ーー
右飛
ーー
ーー

遊安
ーー
三振
ーー
遊ゴ
四球
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右安

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三ゴ
右飛
ーー
ーー
ーー
四球
三ゴ

三振
ーー
ーー
遊ゴ
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中安
ーー
三振
三振
ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニ飛
ニゴ

打　安　点　得　振　四死

天
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　　 日は、天気にも恵まれ好走守ともに非常に見応えのある試合内容となりまし
　　 た。
初回、先頭の川島が足を生かし内野安打で出塁すると、3番の大畑は甘く入った高
めのボールを強振、前進守備のセンター頭上を破る三塁打で1点を先制、さらに、
相手のボークもありこの回計2点を先制します。
　投手陣は先発の嶋田が味方の好守にも助けられ緩急を交えテンポの良い投球
で6回を自責点1の2失点。継投した佐藤、米持も好投し相手の攻撃をしのぎまし
た。さらにセンター末政の好守、ライト田中が強肩で三塁を狙う走者を捕殺。最終
回には得点圏にランナーをおき大畑が三遊間の強い当たりをダイビングキャッチ
と守備でも再三の好プレーが見られました。
　打撃陣はヒットがでるものの、打線がつながらず、結局２対２の同点で試合終了
となりました。
　当日、球場にお越しいただいた皆様、またこのような機会を設けて頂きました関
係者の皆様、誠にありがとうございました。

2014　プロ・アマ交流戦

２ 2×
読売ジャイアンツ

当

大畑のタイムリー三塁打で先制!
好投の投手陣 守備陣も好守で応える!!

8回 ランナー１塁の場面。ライト前で3塁
を狙うランナーを田中は好送球で刺した

5回裏 2アウトランナー3塁で
センターの末政は打球を好捕

マウンド上に集まるジャイアンツ
バッテリーと阿波野コーチ

2回 川村は右中間を破るツーベース

4回 5番の田中は投手強襲のヒット 6回塩田はレフト線へシングルヒット

俵は最終回 レフトフェンス直撃のツーベース

3番手の米持はピンチを迎える
も2回を０点、2三振の好投。

GOLD’S GYM

読売ジャイアンツ２軍

200 000 000
000 002 000

2
2

２０１4年7月15日 読売ジャイアンツ球場
2014プロアマ交流戦 

１
0
１
１
１
0
１
１
０
0

４
３
４
４
３
１
３
４
３
３

１
0
１
0
0
0
0
0
0
0

０
0
１
0
0
0
0
0
0
0

打　安　点　得【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計 32 6 ２ ２

打者　球数　安打　三振　四死球　自責点

川島
末政
大畑
塩田
田中
西郷
川村
俵
村瀬
仁田

１（左）
2（中）
３（三） 
４（遊）
５（右）
    H
６DH
７（一）
８（捕）
9（二）

１
 嶋田

佐藤

米持

1

0

0

93

14

26

25

4

8

5

1

3

1

0

2

2

0

0

６

２

０/3

０/3

回数　

投安
投ゴ
中三
ニゴ
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中ニ
三ゴ
四球
三ゴ

三ゴ
三失
ニゴ
三ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
投安
ーー
左飛
中飛
ニゴ
ーー

遊ゴ
四球
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三振

ーー
ーー
ーー
左前
投犠打
ーー
三振
遊ゴ
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三振
三邪飛

三振
三振
一ゴ
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
右邪飛
三振
ーー
左二
右邪飛
ーー

※規定にて9回で終了

盗塁　末政、田中
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２２× 読売ジャイアンツ

　 　対０で迎えた3回、ゴールドジム先発の島田は、2アウトから9番北之園選手
　　 に投じた4球目を右翼席に運ばれるソロ本塁打を浴び、先制点を許します。
　しかしその後は4回までヒット2本に抑える好投を見せます。
すると5回、GG打線が嶋田の好投に応えます。この回先頭の俵が相手のエラーか
ら出塁すると、鹿子島がアウトコースのストレートを捉えレフト線へ痛烈な二塁打で
得点機を演出。するとランナーを２人おき、7番の川村がレフト最深部へフェンス直
撃のあわやホームランかというタイムリーツーベースで2点を返します。
　嶋田は8回にも４番 加治前選手のタイムリーで１点を失いますが、結局7回と3
分の2をヒット7本を許すものの、2点に抑える好投。
　その後は8回途中から種市ー岡芹のバッテリーが０点に締め、結局2対2の同点
で9回試合終了となり、前回に続き接戦となりました。
　当日応援にお越しいただきました皆様、また、このような機会を頂きました関係
者の皆様、誠にありがとうございました。

0

2014　プロ・アマ交流戦
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三ゴ
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中飛
ーー
二ゴ
三ゴ
ーー
ーー
ーー

四球
左前
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左中ニ
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中飛
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ーー
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ーー
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読売ジャイアンツ

000 020 000
010001 000

2
2

２０１4年9月4日 読売ジャイアンツ野球場
2014年 プロ・アマ交流戦

打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9  10

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

川島
三井
仁田
大畑
米倉
俵
鹿子島
田中
川村
末政
河西　
岡芹

１（左）
2（ニ）
   ニ
３（遊）
４ DH
５（一）
6（右）
   右
7（三）
８（中）
９（捕）
　捕

嶋田

種市

35 6 2 2 1 1

7 31 108 7 3 2 2 2

01 5 12 1 1 0 0

2/3

1/3

先発でマスクを被った河西は
相手のスチールを阻止した。

先発はキューバ出身のメン
ドーサ投手

北之園選手に本塁打
を浴びる

得点のきっかけを作った鹿子島のツーベース

川村が先制点となる左中間
最深部へのフェンス直撃
タイムリーツーベース。

川島は7回にレフト前で出塁。大畑は8回に1、2塁間を破
るクリーンヒット。

岡芹は怪我から1年４ヶ月振
りの出場。

三井は４回と5回にヒットを放ち２安打。

川村 フェンス直撃の先制打
投手陣も嶋田、種市が好投

先発の嶋田は7回と
3分の2を2失点と
好投。

種市は1回と3分の1を
0点で締めた。

21



　　 ールドジム（以下GG）の先発は公式戦初先発となる植木。立ち上がり、二ア
　　 ウトから三番、四番に続けて二塁打を許し、一点を先制されます。植木は連続
ヒットでさらに一点を失ったところで、吉田へバトンタッチ。その吉田も二塁打や犠
飛などでこの回、計四点を奪われます。一方のゴールドジム打線は二回まで、ヒット
がでるものの得点に結びつきません。
三回三井から始まる打線は、連続四死球による押し出しで一点を返すと、ここから
猛攻にでます。
ノーアウト満塁で五番の川村が、甘く入った変化球をセンターバックスクリーン左
に飛び込む特大の満塁ホームラン。
すると途中出場の大畑がライトフェンス直撃の走者一掃となる二塁打 、同じく途
中出場の末政は右中間を破る三塁打など敵失も絡め、この回一挙12得点と大量
得点で一挙リードします。(G12-Y5）
四回、二塁打で出塁した田中を欠端が三遊間を破るタイムリーで一点追加、さらに
仁田、大畑、塩田が続き四点を奪います。(G16-Y5）
吉田は四回も無難に抑え、五回先頭打者をショートエラーで出塁させたところで齋
藤圭祐に交代。
齋藤はヒットを一本許すものの0点に抑え、五回コールドゲームで勝利。
二回戦に駒を進めました。

2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 東京予選 一回戦

16 5× 東京弥生クラブ

先制点を許すも打線が爆発!!
初戦をコールド発進 

一回三番の鈴木はヒットで出塁 三回欠端はセンター前にヒット、四回にも
レフト前へタイムリー

三回、大畑はライトフェンス
直撃の走者一掃のツーベース

三回、末政は右中間を破るスリーベース 四回、田中はレフトへツーベースを放つ

四回　レフト戦へツーベースの仁田

四回 塩田は右中間へツーベースこの日一試合を通してマスクを被った河西

二番手の吉田はランナーを出しながらも
無失点に抑えた

最終回は齋藤圭祐が締めた

二回、川村はレフトへ二塁打
三回にはセンターへ満塁本塁打の活躍

ゴ
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東京弥生クラブ 104 00 5

２０１4年5月10日  府中市民球場
2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 東京予選 一回戦

00 4 16

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

3 1/3 12 49 4 3 2 4 4

11 4 29 4 0 1 1

01 4 17 0 1 1 0

【打者】 1 　 2 　 3 　 　 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8

計

三井
仁田
鹿子島
大畑
鈴木
塩田
西郷
末政
川村
川島
俵
田中
河西
欠端

１（ニ）
　ニ
2（遊）
　遊
３（中）
P.H三
４（左）
 左 右
５（右）
　左
6（一）
7（左）
8（捕）
9 DH
　

植木

吉田

齋藤 圭

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

死球
ーー
ーー
右二
ーー
ニ失
ーー
右三
右儀飛
ーー
中飛
ーー
ーー
ーー

ーー
左ニ
ーー
右安
ーー
右ニ
ーー
四球
ーー
三振
三振
左二
三飛
左安

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

三振
ーー
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ーー
一安
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左二
ーー
ニ飛
四球
遊飛
中飛

四球
ーー
ーー
死球
ーー
四球
ーー
四球
中本
ーー
遊失
ニ安
三ゴ
遊安

2512 1510 ３７

打　安　点　得　振　四死
（大会規定により5回コールドゲーム）
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0
0
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0
２
0
0
0
１
０
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1
0
0
0
0
0
0
0
0
１
１
0
0
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0
1
0
2
１
１
0
１
２
0
0
２
0
２

1
1
1
2
１
２
１
１
２
１
４
２
３
３
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7 ０× 鉄腕硬式野球部

　　 ールドジム（GG）先発の齋藤は角度のあるストレートと変化球のコンビネー
　　 ションで緩急を交え、的を絞らせません。
初回を0点に抑えると、二回は自らの四球などで、ツーアウト一、二塁のピンチを
迎えるも、アウトコースに威力のあるストレートを投じ三振に切ってとります。結
局、ランナーをだすものの、五回と三分の二を一安打無失点に抑える好投を見せ
ました。投手陣の好投に打撃陣が応えました。
三回、一番の川島が左中間へ三塁打を放つと、大畑はセカンド強襲のヒットを放
ち川島は先制のホームを踏みます。（G1-0T）
四回には、川村、三井のヒット、村瀬が四球を選び二アウト満塁から、川島がレフト
前に運び、一点。さらにレフトが処理を誤る間に、もう二人還り二点を追加。
（G4-0T）
末政のレフト前でランナーが二人還り（G6-0T）、大畑もヒットで続きなおもラン
ナー一、三塁のチャンス。ここで塩田がセンター前にタイムリーで一点。センター
が後逸する間にもう一人還りこの回計六点を奪います。（G7-0T）
六回、二アウトから齋藤康の後を受けた種市は、打者四人に対し2三振と盤石の
投手リレーで大会規定により7回コールドゲームで二回戦を突破しました。
今回は投手陣の好投に加え、打撃陣も状況に応じた打撃で加点し、次の塁を狙う
選手達の視線の先には勝利への強い想いが感じられ、投打が噛み合い準決勝へ
と駒を進めました。

2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 東京予選 二回戦

GOLD’S GYM
エスプライド
鉄腕硬式野球部

001 6000
0

7

２０１4年5月12日  府中市民球場
2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 東京予選 二回戦

000000 0

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

5 2/3

1/3

23 96 1 4 5 0 0

01 4 12 0 2 0 0

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 　 　 5 　 6 　 7 　８

計

川島
末政
大畑
塩田
川村
田中
俵
河西
三井
村瀬
仁田

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
　右
6（一）
　一
7 DH
8（捕）
9（ニ）
　

齋藤 康

種市

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
四球
ーー
三ゴ
遊ゴ
遊飛
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ーー
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ーー
一ゴ
遊ゴ
ーー
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
遊安
ーー
三振
中飛
三振

四球
中安
投ゴ
左飛
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

中三
三振
右安
投ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

左二
左安
右安
中安
左安
ーー
左飛
ーー
左安
死球
左安

ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

2911 6 7 4 6

打　安　点　得　振　四死
（大会規定により7回コールドゲーム）
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2
１
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0
0
１
1
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1
0
0
0
１
0
0
0
１
0
１

1
2
0
0
１
0
１
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守備陣も投手陣の好投に応え、好守でもり立てた三回川島が左中間へ三塁打。四回にもレフトへ
タイムリーを放ち二打点の活躍

四回 当たっている川村はこの日もレフト前ヒット 四回 レフト前にヒットを放ち好機を作った三井 四回 末政はレフトへ二点タイムリーヒットの活躍

初戦の勢いそのままに
強豪相手にコールド勝ち

先発の齋藤は被安打１、
奪三振4の素晴らしい好投

この日リリーフの種市は、
威力のあるボールで
出塁を許さなかった

ゴ
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2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 東京予選 準決勝

4 2× 西多摩倶楽部

ゴ

米持好投!!
打線もつながり
南関東大会
進出を決める

三井はバントで相手守備陣をかき乱し出塁し、得点
に結びつけた。五回にもセンター前ヒットで出塁

四回俵はタイミングをはずされながらもしぶとくセ
ンタ－前ヒット。五回にもセンタ－前で2安打

三回大畑はライト前ヒットで出塁末政もライト前ヒットで川島に続く

初回先頭の川島がレフト前ヒットで出塁すると
相手守備の隙をつき好走塁。

　　 ールドジム（以下GG）は初回、川島、末政の連打と川島の好走塁もあり一
　　 気に1,3塁とチャンスを作ります。すると、三番大畑の一塁ゴロのゲッツー
崩れの間に、川島がホームを踏み一点を先制します。（G1-0N）
三回にも大畑がヒット、盗塁から相手のミスも有り、塩田の犠牲フライで一点を
追加。（G2-0N）
四回、俵のヒット、三井のバントヒットで連続出塁すると、村瀬も三塁へバント。こ
れが相手の送球ミスを誘い、一点。仁田の一塁へバントも相手の送球ミスを誘い
一点とこの回二点を追加します。（G4-0N）
投げては先発米持が、初回に三連打から
先制を許すものの、二回以降を締め七回
途中で降板するまで五安打を許しながら
も、十のゴロで自責点二に抑える好投。
以降は、嶋田、九回には種市が締め、決
勝戦へと駒を進めました。
また、この時点で三年振りとなる南関東
大会への出場権を手にしました。

先発の米持は緩急を交え
ゴロの山を築いた

米持、村瀬の八戸大バッテリーが試合を作った。
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西多摩倶楽部 100 000 100 2

２０１4年5月19日  府中市民球場

00101 200 4

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

6 25 86 5 2 2 1 2

0２ 6 28 2 2 0 1

0１ 5 23 0 0 2 0

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

米持

嶋田

種市

3710 2 4 5 3

打　安　点　得　振　四死

2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 東京予選 準決勝

盗塁：村瀬、大畑、仁田
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大畑
塩田
川村
田中
俵
河西
三井
村瀬
仁田
西郷
上田

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）　
　 右
6（一）
　 一
7 DH
8（捕）
9（ニ）
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　 ニ
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5 6× TOKYO METS

　　 回、一番で出場の鹿子島がレフト前へクリーンヒットで、守備の不意をつき一
　　 気に二塁を陥れます。三塁へ進塁後、大畑の犠牲フライで先制します。（G１
-0M）二回、田中の強烈なレフト前と盗塁、西郷のライト前で一点を追加。（G２
-0M）三回には、死球の三井を大畑が犠牲フライで還し一点。（G3-0M）
四回にも田中のレフト前、西郷の右中間二塁打で一点。（G4-0M）。さらに村瀬のセ
ンター前で一点を追加(G5-0M）
　しかし、この後は良い当たりが正面をつき、ヒットはでるものの、得点に結びつか
ず、さらに相手の好守にも得点を阻まれます。先発の齋藤康毅は、二回守備陣の乱
れから出塁したランナーを、牽制刺でしとめピンチを自らしのぎます。
三回、四回もランナーをだすものの要所を締め、相手に点を与えません。しかし、五
回に二塁打、ヒットで一点を許すと、六回にも三塁打、続く打者のショートゴロの間
に一点を許します。それでも、マウンドを嶋田に譲るまで
　先発としての役割を果たした。二アウトランナー一塁の場面で登板した嶋田は、
四番にレフトへタイムリー二塁打を許し一点。八回には内野安打で出塁を許すと、
三塁への強襲ヒットで一点、さらに連続四球で小気味好い投球も見れず降板とな
ります。代わった種市は満塁のピンチを犠飛の一点に抑えるも、十回タイブレーク
でまさかのヒットを許し、万事休す。
南関東大会への切符を手に
入れたものの、勝利まで手の
届く位置に居ただけに選手達
には非常に悔やまれる試合と
なりました。

初

2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 東京予選 決勝

序盤 圧倒的優位も
土壇場で逆転負けを喫す！！

九回末政はショートの頭上を越えるライナーで
ツーベース

村瀬もセンターへタイムリーヒット。田中は左前に強烈なヒット。この日2安打

西郷は2回にライト前タイムリー。
4回にも右中間にタイムリー二塁打

初回鹿子島はレフト前で相手
の守備の隙をつき一気に二塁
を陥れる

本大会、惜しくも準優勝となるが、この無念を
来年の大会にぶつけてほしい

GOLD’S GYM

TOKYO METS
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２０１4年5月19日  府中市民球場
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打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9  10

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

鹿子島
川島
鈴木
末政
大畑
塩田
田中
俵
河西
西郷
村瀬
川村
三井
仁田
上田

１（左）
 　左
2（中）
 　中
３（遊）
４（三）
５（右）
6（一）
　一
7 DH
8（捕）
   PH
8（ニ）
　 ニ
　 ニ

齋藤

嶋田

種市

36 10 5 5 3 1

5 20 73 5 2 2 2 3

2１ 10 34 2 1 2 2

２/3

2/3

12 4 20 2 1 1 1

2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 東京予選 決勝戦

盗塁：田中、鹿子島
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先発の齋藤は5回と3分の2を5安打2失点のピッチング
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　　  回、守備の乱れもあり先制を許したゴールドジムはその裏、相手のエラーな
　　  どからすぐに1点を返します。
その後は4回まで互いに一歩も引かない展開。
そして試合が動いたのは5回。GGはヒットで出塁した俵を三塁に置き、三井がフル
カウントからの7球目、インコースの変化球をライト前に痛烈なタイムリーヒット。一
点を追加しこれが貴重な決勝点となります。
　7回表、ここまで好投を見せたGG先発の嶋田は先頭打者に四球を与えたところ
で、脚がつるアクシデントから米持に交代。
その米持は緊急登板となり準備がままならないながらも守備陣の好守にも助けら
れ一点を守りきり見事勝利。2回戦へと駒を進めました。
暑い中応援にお越しいただきました皆様、誠にありがとうございました。

2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 南関東大会 1回戦

２ 1× 千葉熱血MAKING

一

投手陣の好投にバックも好プレーで応えた

GOLD’S GYM

千葉熱血MAKING 100 000 000
00×100 010

1
2

２０１4年8月2日大宮県営野球場
2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 南関東大会 1回戦
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打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

川島
末政
大畑
塩田
川村
鹿子島
田中
米倉
俵
村瀬
三井
仁田

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
　PH
　右
6 DH
7（一）
8（捕）
9（ニ）
　ニ

嶋田

米持

左安
投安
三失
ニゴ
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニ飛
中安
一犠打
遊飛
ーー

投ゴ
右安
ニゴ
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ーー
ーー
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中飛
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ーー
ーー
ーー

一ゴ
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右安
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ーー

２６ 7 ２ 2 5 1

6 25 103 3 4 4 1 1

03 11 24 1 1 2 0

0/3

４０度近い炎天下 投手陣が奮投
バックも好守で応え初戦突破!!

初回先頭の川島はレフト前ヒットで出塁。 7番の俵はこの日2安打。得点に絡む活躍を見せた。

緊急登板となった米持も０点で締めた。

続く末政のバントはヒットとなる。
　末政はこの日３安打の活躍

決勝点となる2点目をたたき出したのは5回 
三井のライト前

先発の嶋田は
6回を３安打と好投した。

あわや抜けようかという
当たりを好捕した末政
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4 5× 山梨球友クラブ

初

2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 南関東大会 2回戦

序盤 優位の試合展開
中盤の失点が響き
全日本出場の
夢が途絶える
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GOLD’S GYM

山梨球友クラブ 010 003 000 1
0000310 000

5
4

２０１4年8月3日岩槻市川通公園野球場
2014年度 全日本クラブ野球選手権大会 南関東大会 ２回戦

打　安　点　得　振　四死【打者】

【投手】

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9  10

計

回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

川島
末政
大畑
塩田
田中
岡芹
鈴木
米倉
俵
仁田
三井
村瀬
河西

１（左）
2（中）
３（遊）
４（三）
５（右）
　PH
　PR
6 DH
7（一）
8（ニ）
   二
9（捕）
   捕

米持

岩田

吉田

種市

38 7 3 4 2 2

2 10 3６ 0 0 4 1 1

34 18 61 7 5 0 3

3 9 3６ 2 1 0 0 0

01  5 15 2 2 0 1

先頭の川島はエラーで出塁し先制
のホームを踏む。6回にもヒット

塩田はアウトコースをレフト前に
運ぶこの日２安打

米倉は怪我から復帰後の初ヒット
が左中間二塁打。この日２安打

炎天下の中、マスクを被った村瀬は
6回にレフト前を放つ

先発の米持は連日の登板。

試合後 悔しさを隠せない選手達

6回、ツーアウトから川島のライト前で仁田は
二塁から一気に本塁を狙うも相手好返球に憤死。

好守を見せる川島

　　 回、相手のエラーなどで1.3塁の場面。大畑がきっちりとセンターへ犠牲フ
　　 ライを放ち一点を先制。さらに塩田のレフト前で1.2塁とし、田中の右前タイ
ムリーで2点目。なおも1.3塁でこの日怪我から復帰し6番DHで出場の米倉のセ
カンドゴロの間にランナーが帰り早々と3点を追加します。
　2回裏、先頭の仁田が四球で出塁すると相手の守備の乱れもあり、ツーアウト
三塁と得点のチャンス。ここで大畑がショートへ放った打球を相手がエラー。その
間に仁田がホームを踏み4点目。
　中盤にかけてもゴールドジムが試合を優位に進めるかに見えました。
　しかし6回、好投の先発米持からバトンを受け3回から好投を見せていた岩田が
つかまります。ピッチャーゴロを自らのエラーとヒットなどで３点を奪われます。
　同点で迎えた10回。岩田から代わった吉田は先頭打者にヒットを許し、ここで
種市がマウンドに上がります。4番を三振。5番を迎え打撃妨害などで1.3塁のピ
ンチ。6番を三振にきるも、7番に
投じた2球目をレフト前に運ばれ
逆転を許します。その裏、逆転に
一縷の望みをかけ、ツーアウトか
ら代打岡芹が四球で出塁するも
後続が続かず、連日40度近い炎
天下のもと、選手達は全力を尽く
しましたが無念の敗退となりまし
た。
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　　 ゴールドシムは初回、末政、大畑、米倉の連打で先制すると、3回には塩田の
　　 犠牲フライで１点、4回にも川島のレフト前タイムリーと着実に追加点します。
5回にも米倉、塩田のヒットなどで満塁とすると、三井がセンター前へ2点タイム
リー。9回にも田中の右中間二塁打、俵の右中間適時三塁打で1点追加で計7点。

　先発の嶋田は２回に１点、７回にヒットと味方のエラーなども絡み２失点を喫すも
安定した投球内容で7回をヒット5本、３失点の好投。
8回からは岩田、9回は種市の継投で勝利しました。
終わってみれば、16安打の猛攻を見せるも、7得点とやや課題が残る試合内容も
次戦に向けて好発進となりました。
応援におこし頂きました皆様、ありがとうございました。

2014年度  東京都クラブ秋季大会 一回戦

7 3× 鉄腕硬式野球部

三

初戦 強豪相手に16安打と猛打爆発!! 
４番米倉は４安打の活躍!!

GOLD’S GYM
エスプライド
鉄腕硬式野球部

201 120001
200

7

２０１4年9月26日  府中市民球場
2014年度  東京都クラブ秋季大会　一回戦

010000 3

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

7 28 100 5 5 2 3 2

3 8 0 1 0 0 0

6 26 2 2 1 0 0

1

1

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

川島
末政
大畑
米倉
塩田
川村
田中
俵
三井
仁田
河西
岡芹

１（左）
2（中）
３（遊）
４ DH
５（三）
6（右）
　右
7（一）
8（ニ）
　二
9（捕）
　捕

嶋田

岩田

種市

ニゴ
右二
右二
中ニ
ニ失
三飛
ーー
四球
ニゴ
ーー
ーー
ーー
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打　安　点　得　振　四死
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4番の米倉は
5打数4安打の猛打賞。
その打球の速さに加え、
広角に打ち分ける

三井もツーベースを含む2安打、2打点の活躍

先制は大畑のタイムリーツーベースから
この日2安打の活躍。

5回塩田はアウトコースを捉え、レフトへ
タイムリーヒット

俵は右中間 へ適時スリーベースを放つ4回 川島は変化球を巧くとらえ、レフト前に適時打
を放つ

先発嶋田は7回をヒット5本 3失点と
先発の役割を果たした

末政はチーム初ヒットとなる
ツーベースを皮切りに
３安打の活躍
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3回 末政はセンター前で、センターがハンブルする
間に2塁を陥れる好走塁

5 6× 警視庁野球部

　　 ールドジムは初回、連続四球から満塁のチャンス。5番塩田がアウトコースの
　　 ストレートを叩き、レフトの頭上を超える適時三塁打で2点を先取
4回にもヒットの川村、三井を2、3塁におき、川島がレフト前に2点適時打。
5回にも川村の犠牲フライで１点を追加。少ないヒットで効率的に点数を重ねます。
先輩嶋田は安定した投球で7回まで0点に抑えます。しかし、疲れの見える8回、先
頭打者をヒットでだすと次打者に本塁打を浴びます。さらに連続ヒットからタイム
リーを許し2点を与え、この回4点を失います。
すると9回、マウンドに立った種市は連続ヒットと四球などで満塁とすると、パス
ボールで１点を失い同点。さらに5番への4球目が一塁強襲のサヨナラヒットとな
り、試合終了となりました。

ゴ

2014年度  東京都クラブ秋季大会 準決勝

試合後半
警視庁の猛攻に対し
流れを断ち切れず

よもやの敗退

8回に岡芹はライト前に復帰後 初ヒット7回 大畑はセンター前ヒットで出塁4回先頭の川村は初球を叩きセンター前ヒット
5回にも犠飛で１打点

4回 三井はアウトコースの変化球をとらえ
レフト前ヒット

GOLD’S GYM

警視庁野球部

200 210000
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２０１4年10月4日  府中市民球場
2014年度  東京都クラブ秋季大会 準決勝

000000 6

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

8 35 126 9 6 0 4 3

5 27 3 0 1 2 21

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

川島
末政
鹿子島
大畑
米倉
塩田
川村
田中
俵
三井
仁田
河西
岡芹

１（左）
2（中）
  PH
３（遊）
４ DH
５（三）
6（右）
  PH
7（一）
8（ニ）
　二
9（捕）
PH捕

嶋田

種市

四球
死球
ーー
四球
三ゴ
左ニ
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
一直
投ゴ
ーー
四球
ーー

ーー
中前
ーー
ニ直
投ゴ
右直
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

左前
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
中前
ーー
遊飛
左前
ーー
投ゴ
ーー

ーー
ーー
ーー
三飛
死球
右前
右犠飛
ーー
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー

右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
ーー
三振
ーー

ーー
中飛
ーー
中前
中飛
四球
ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

一飛
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
一直
ーー
四球
ーー
右前

ーー
ーー
ーー
ニゴ
ニ飛
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

33 8 5 5 3 7

打　安　点　得　振　四死

４
３
1
4
4
4
2
1
4
3
0
2
1

１
１
0
1
0
2
1
0
0
1
0
0
1

２
0
0
0
0
２
１
0
0
0
0
0
0

0
１
１
0
１
0
１
0
0
１
0
0
0

0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0

１
１
0
1
1
1
0
0
0
0
1
1
0

初回5番塩田がレフトの頭上を超えるタイムリー
スリーベースで2点を先取する

29



×

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

9 35 118 6 9 7 2 2

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

川島
末政
西郷
河西
塩田
米倉
川村
俵
鹿子島
村瀬
仁田

１（左）
2（中）
　PH
　PR一
３（遊）
４ DH
５（左）
6（一）右
7（右）中
8（捕）
9（ニ）

岩田

３１ 8 66 3 4

打　安　点　得　振　四死

４
２
１
0
３
４
３
４
３
３
４

１
0
１
0
0
１
0
１
１
１
２

0
0
２
0
0
１
0
0
１
１
１

0
0
0
0
１
0
１
１
１
１
１

１
0
0
0
0
１
１
0
0
0
0

１
0
0
0
1
0
1
0
１
0
0

一ゴ
投ゴ
ーー
ーー
死球
右中ニ
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中飛
中飛
三ゴ
ーー

四球
一犠打
ーー
ーー
一ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
一ゴ

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
右飛
ニ飛
ーー
ーー
ーー

ニ失
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
投ゴ
遊ゴ
中安

ーー
ーー
ーー
ーー
中飛
三振
三振
ーー
ーー
ーー
ーー

右安
ーー
中安
ーー
左飛
遊ゴ
四球
右飛
四球
左安
右安

三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左ニ
中安
右犠飛
三直

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

GOLD’S GYM
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２０１4年11月3日  あきる野市民球場
2014年度  あきるの市長杯

100000 6

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

6 26 88 7 5 2 3 2

3 12 54 2 3 1 1 0

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

欠端
岡芹
佐藤
鈴木
川島
塩田
川村
俵
末政
田中
西郷
手塚
河西
三井

１（一）
　一捕
　PR
2（中）
　左
３（遊）
４（三）
５（左）右
　中
6（一）右
7 DH
   PH
8（捕）一
9（ニ）

嶋田

本間

３１ 7 11 4 9

打　安　点　得　振　四死

2
0
0
２
２
５
５
３
0
２
3
1
4
2

0
0
0
0
2
２
0
0
0
２
1
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
１
0
0
0
0

0
0
0
0
0
１
0
0
0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
2
0
0
0

0
３
0
0
１
0
0
１
0
２
0
0
0
2

三振
ーー
ーー
遊ゴ
ーー
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中飛
右飛
ーー
三安
三振
ーー
ーー
ーー

遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
四球

ーー
ーー
ーー
遊失
ーー
中安
三ゴ
四球
ーー
左安
左安
ーー
三ゴ
ーー

ーー
四球
ーー
ーー
四球
左飛
補邪飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
投ゴ

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三振
ーー
四球
三振
ーー
中飛
ーー

ーー
四球
ーー
ーー
左安
遊ゴ
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
四球

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三飛
ーー
四球
ーー
ニ直
ーー
ーー

ーー
四球
ーー
ーー
左安
左安
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニ直
一ゴ

GOLD’S GYM
000 201001

000
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２０１4年11月2日  あきる野市民球場
2014年度  あきるの市長杯

000100 1

四回、先発の嶋田は先頭打者にヒットを許すと、自らのエラー、死球などもあり、こ
の回２点を失います。その裏、ゴールドジムは先頭の鈴木相手のエラーで出塁す
ると、塩田がヒットで続き、田中のレフト前タイムリーで一点を返します。
　その後、単発でヒットはでるものの得点につながらず、六回にも一点を失いその
差が開きます。
7回からは本間が登板し、粘り強い投球で一点に抑えるものの、湿りがちな打線は
つながらず、あれよという間に最終回。川島、塩田がヒットで出塁し、粘りを見せる
ものの得点にはつながらず敗退。追いつけそうで追いつけず、いつの間にか試合
終了という結果はもとより、後味の悪い試合となりました。

ゴールドジムは初回、死球の塩田が米倉の右中間へタイムリーツーベースを放ち
早々と先制します。
先発の岩田は、伸びのある速球と、緩急を交えた投球で、5回まで０点に抑える好
投を見せます。しかし、六回死球とヒットで出塁させると連続三振でツーアウトを
奪った後に、レフト前にタイムリーを許し一点を献上。しかし、終わってみれば、こ
れが唯一の失点となりました。
7回にGG打線は死球と出塁したランナーを村瀬のレフト前タイムリーで還すと、
仁田、川島、西郷の連打で計3点。九回にも俵の逆方向への二塁打と鹿子島のセ
ンター前タイムリーなどで、２点を奪い試合を決定づけました。
前回の試合の鬱憤を晴らす試合展開となりました。

2014年度  あきるの市長杯

30

先制は米倉が放った右中間への二塁打。
打球の速さに相手チームもうなる

7回にヒットを放つ川島９回完投勝利の岩田 俵は最終回にレフトへツーベース仁田はこの日２安打の活躍

4回、レフト前にクリーンヒットを放つ西郷

途中からの出場となった川島は、技ありのレフト前
で２安打。

塩田は4回と9回にヒットで２安打。

田中は4回にレフト前にタイムリーを放つ。

嶋田の後を受けた本間。１失点を喫すも5回
を粘り強く投げた。
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２０１4年11月15日  あきる野市民球場
2014年度  あきるの市長杯

200113 10

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

5 0/3

１/3

１/3

１/3

24 98 7 4 2 4 3

2 10

10

33

0 0 1 0 1

7 29 4 0 1 5 3

4 1 1 0 0 0

3 0 0 0 0 0

0

0

２
１

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

鈴木
川島
三井
仁田
西郷
村瀬
手塚
米倉
塩田
川村
大畑
俵
田中
岡芹
河西
欠端
鹿子島

（中）
PH左
（ニ）
　ニ
（左）
一捕一
 DH
　PH
（遊）三
（三）
PH遊
（一）右
（右）中

（捕）
　PH
PH（中）

嶋田

佐藤

本間

吉田

岩田

３５10 108 ３ 9

打　安　点　得　振　四死

0
１
0
１
0
１
0
0
１
１
１
0
２
０
１
0
0

0
0
0
0
0
１
１
0
0
１
0
0
0
０
0
0
0

1
１
0
0
1
1
0
0
0
0
2
1
0
０
0
０
１

1
1
0
１
１
0
0
０
1
0
２
1
0
０
0
1
1

1
１
0
１
１
１
0
１
0
0
１
2
１
０
0
0
0

2
２
２
２
２
２
１
3
４
２
１
5
３
２
１
１
１

右三
ーー
二ゴ
ーー
中安
ーー
三振
ーー
四球
四球
ーー
遊飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右飛
ーー
左飛
ーー
ーー

ーー
ーー
ニゴ
ーー
中飛
ーー
ーー
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
遊失
中飛
ーー
一ゴ
四球
ーー
四球
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ニゴ
ーー
左安
ーー
右中三
ニゴ
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
右三
ーー
四球
ーー
四球
ーー
右犠飛
右飛
ーー
ーー
右ニ
四球
ーー
ーー
一ゴ
ーー

ーー
四球
ーー
中安
ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
死球
右飛
ーー
右前
ーー
ーー
ニゴ

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
遊ゴ
左飛
ーー
中安
右二
ーー
三飛
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

１

２

３

４

５
６

７
８

９
PH
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２０１4年１１月8日 あきる野市民球場
2014年度  あきるの市長杯

010000 4

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

7

１/3

0/3

2/3

20 90 3 1 2 0 0

3 9

9

23

1 0 1 0 1

1 5 0 0 1 0 0

2 0 2 0 0 0

4 0 3 1 0 0

0

0

1
0

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

三井
川島
鈴木
西郷
末政
塩田
米倉
田中
俵
鹿子島
河西
川村
村瀬
仁田

（三）
左
（中）
PH
中
（遊）
 DH
（左）
（一）
PH
捕
（右）三
（捕）一
（ニ）

岩田

本田

吉田

本間

嶋田

３2 10 44 2 2

打　安　点　得　振　四死

１
１
２
１
１
４
４
４
２
１
0
４
4
3

0
0
0
0
0
0
２
２
0
１
0
２
2
1

0
0
0
0
0
0
0
0
１
１
0
１
１
0

0
0
0
0
0
0
0
１
１
１
0
１
0
0

１
0
0
0
0
１
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
１
0
0
0
0
1

三振
ーー
一ゴ
ーー
ーー
投ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中安
遊ゴ
四球
ーー
ーー
中三
遊直
ーー

投犠打
ーー
右飛
ーー
ーー
捕邪飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
四球

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
中安
遊飛
ーー
ーー
左飛
ーー
ーー

投犠打
ーー
ーー
捕邪飛
ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左安
左安

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中飛
右二
中飛
ーー
ーー
右飛
ーー
ーー

ーー
中飛
ーー
ーー
一ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左中三
右直

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
左安
遊ゴ
ーー
右安
ーー
中三
三失
ニゴ

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

１

２

３
４
５
６

７
８
９

ゴールドジムは二回に米倉のヒット、川村のタイムリーで先制し、肌寒さをもろと
もしないプレーで試合を盛り上げました。
　今回の試合は岩田の投球が光りました。速球を主体に、ストライク先行で打者
を追い込み、テンポ良い投球でアウトを重ねます。
7回を散発の３安打、０点に抑える好投でその役目を終えました。その後、後続の
投手が一点を失うものの、打撃陣が投手の好投に応えます。
　八回に米倉、川島がヒットで出塁すると、川村走者一掃のタイムリースリーベー
スで２点、その後も一点を追加し、危なげない試合内容で勝利しました。

あきる野市長杯最終戦は、互いに一歩も引かない打撃戦となりました。初回、先頭
の鈴木がライトへ三塁打、西郷のセンター前タイムリーで２点を先制します。しか
し四回から打撃戦となります。３、４、5回で一挙9点を失うとGG打線も負けじと反
撃ます。四回に、相手のミスと四球を絡め一点、5回には村瀬、米倉の右中間への
タイムリースリーベースで一点、六回には、四球を絡め、俵のツーベース、川島の
スリーベースなどで3点を返します。なおも攻撃の手を緩めず、7回には岡芹、仁
田のヒットで２点、八回にも大畑、俵がこの日２本目となるツーベースで一点を奪
い、僅差の試合で競り勝ちました。
最後は岩田が締め勝利しました。

2014年度  あきるの市長杯

31

果敢にホームを狙う田中
打っても二塁打を含む２安打

7回を３安打無失点と安定した
投球を見せた岩田

村瀬は２安打で得点に絡む
活躍を見せた

米倉も2安打の活躍

川村は２本のスリーベースと好調をキープ

最終戦、先発の嶋田はシーズン終盤、疲れが見えたか。

米倉は5回、右中間にスリーベースを放つ 俵は6回と8回に二塁打を放つ。

初回、先頭の鈴木は先制のきっかけと
なるスリーベースを放つ



　　 天の中迎えた初戦。初回、死球を絡め得点圏にランナーを進めると、俵がライ
　　 トへタイムリーヒットを放ち早々と3点を先制します。二回には、満塁で末政が
レフトへタイムリーを放ち3点。さらに米倉がセンターへタイムリースリーベースを
放ち、この回5点を奪います。
　投げては岩田が6回まで、3安打7奪三振、１失点と安定した投球内容で相手に
つけいる隙を与えません。するとその裏、GG打線はヒットの末政と米倉を塁上に置
き、俵がライトへタイムリーツーベ－スを放ち3点を奪い試合を決定づけます。
　岩田の後を受け、7回は吉田、嶋田の投手リレーで締め、２回戦進出を決めまし
た。

晴

　三回、ここまで好投を見せていたゴールドジム先発の嶋田は、先頭打者にツー
ベースを許すと、１番の犠牲フライで１点を失います。
　GG打線は好投手を揃えた相手投手陣を打ちあぐね、四回に塩田、5回に鹿子島
が二塁打、7回にも米倉がレフトへ二塁打を放つものの、打線がつながりません。
すると八回、嶋田は４本のヒットを許したところで種市に交代。その種市も連続ヒッ
トでこの回計5点を与えます。
最後まで、この5点が大きくのしかかり、結局6対０という完敗となりました。
力の差を見せつけられる一戦となりましたが、次戦への課題も見えた試合でした。

第32回 JABAびわこ杯

計6回を1四球、2安打、8
奪三振と公式戦初戦で好
投した斎藤

村瀬は先発斎藤をはじめ投手
陣を好リードで支えた。

GOLD’S GYM

ミキハウスREDS

000 000000
05

0

2014年10月25日 皇子山球場
第32回 JABAびわこ杯 二回戦

001000 6

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

7 32 99 7 4 2 2 4

6 18 2 0 2 2 10

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

川島
末政
岡芹
塩田
米倉
川村
俵
鹿子島
河西
村瀬
仁田
三井

１（左）
2（中）
  PH
３（遊）
４ DH
５（三）
6（一）
7（右）
8（捕）
  PH
9（ニ）
  PH

嶋田

種市

本間 1 3 0 0 0 0 00

四球
投飛
ーー
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
一ゴ
三邪飛
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
捕邪飛
ーー
三振
ーー

ニゴ
三振
ーー
左安
遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
死球
三振
左ニ
ーー
ニ飛
ーー
ーー

二ゴ
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中飛
ーー

ーー
ーー
ーー
中飛
左ニ
左飛
四球
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー

三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
ーー
左飛

ーー
ーー
三振
三振
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

33 3 0 0 9 3

打　安　点　得　振　四死

１
０
0
０
０
１
１
0
0
0
０
０

１
２
１
１
１
０
２
0
0
0
１
０

０
０
0
０
０
０
0
0
0
0
０
０

０
０
0
０
０
０
0
0
0
0
０
０

０
０
0
１
１
０
0
１
0
0
０
０

３
３
１
４
４
２
２
３
１
２
２
１

GOLD’S GYM

八尾ベースボールクラブ 000 0100 1

2014年10月24日 皇子山球場
第32回 JABAびわこ杯 一回戦

250003 10

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

6 23 77 3 7 2 1 1

2 10 0 0 0 0 00

1 7 0 0 0 0 00

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

川島
末政
塩田
米倉
川村
西郷
鹿子島
俵
河西
田中
三井
村瀬
岡芹
仁田

１（左）
2（中）
３（遊）
４ DH
５（三）
  PH
   右
6（一）
    一
7（右）
PH 三
8（捕）
　捕 
9（ニ）

岩田

吉田

嶋田

死球
ニ犠打
死球
左失
遊ゴ
ーー
ーー
右安
ーー
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー

四球
左安
中飛
中三
ニ飛
ーー
ーー
中安
ーー
遊ゴ
ーー
四球
ーー
左安

遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ニゴ
ーー
遊飛

ーー
右安
四球
中直
ニゴ
ーー
ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右飛
ーー
二ゴ
ーー
二ゴ

左飛
遊安
四球
左安
ーー
三振
ーー
右二
ーー
ーー
三振
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

27 9 9 10 3 6

打　安　点　得　振　四死
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３
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３
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２
0
２
0
0
0
5
0
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２
２
３
0
0
0
0
0
0
0
１
0
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0
0
0
0
1
0
0
1
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1
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２
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0

1/3

1/3

2/3

1/3

1/3

×

×
（7回コールドゲーム）

盤石の投手陣 相手の拙攻にからめ大勝

2013年全日本クラブ選手 準優勝チーム
３安打完封負けと力の差を見せつけられる
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関東クラブ交流戦

GOLD’S GYM

相模原クラブ
010 40042

10
11

2014年7月20日 
関東クラブ交流戦

000000 1

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

４ 36 130 3 4 6 1 1

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 7

計

鈴木
末政
鹿子島
川島
西郷
川村
米倉
塩田
田中
俵
河西
岡芹
仁田

１（中）
 PH中
2（遊）
 PH左
３（左）
PH左
４ DH
５（三）
6（右）
7（一）
8（捕）
 PH捕 
9（ニ）

岩田

右安
ーー
ニゴ
ーー
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左安
中安
三振
三振
右安
ーー
投ゴ

左飛
ーー
ニゴ
ーー
遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
三振
左飛
ーー
ーー
ーー
中飛
遊失
右安
四球
左安
ーー
三安

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
遊ゴ
中飛
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左安
三飛
左飛
ーー
左失

ーー
三ゴ
ーー
四球
ーー
左安
中失
中安
三振
中安
ーー
ニゴ
右安

ーー
ーー
ーー
右安
ーー
左安
一飛
三飛
右安
一飛
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

41１5 1111 5 2

打　安　点　得　振　四死

２
３
３
１
２
３
５
５
５
４
３
１
４

１
0
0
１
0
２
１
２
３
１
２
0
２

0
1
0
0
0
1
1
1
1
1
3
1
1

0
0
0
2
0
2
2
2
1
1
1
0
0

0
２
0
0
0
0
0
0
２
１
0
0
0

0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0

（８回コールドゲーム）

GOLD’S GYM

千葉熱血MAKING

000 200 0
4

2014年4月20日 

003100
2

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

３ 6 2 3 3

3 1 1 0１

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

田中
鈴木
川島
俵
川村
塩田
末政
仁田
手塚
河西

１（左）
　 中
２（右）左
３（一）
４（三）
5（遊）
6（中）右
7（二）
8 DH
9（捕）

齋藤

佐藤

植木

ーー
右安
四球
ニ飛
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
三振

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
中安
三振
四球
四球
四球
ニゴ
右飛
ーー

ーー
ニゴ
四球
右安
四球
中飛
ーー
ーー
ーー
中安

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三振
三振
一ゴ
ーー

三振
ーー
遊飛
ニ直
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
三ゴ
三ゴ
右ニ
ニゴ
ーー
ーー

右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三ゴ
三振

25 5 2 2 5 7

打　安　点　得　振　四死

０
１
１
１
０
０
１
０
０
１

２
２
２
４
２
２
２
３
３
３

０
０
1
０
1
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
1
1
０
０

０
０
２
０
２
１
１
１
０
0

１
０
０
１
０
０
１
０
０
２

２/3

１/3

0

1

0

1

１９

8

1

64

23

22 2 0 0１

関東クラブ交流戦
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東京都クラブリーグ戦

GOLD’S GYM

REVENGE99 000 0000
1

0

2014年10月１２日 
東京都クラブリーグ

021030 7

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

４ １６ 69 0 2 5 0 0

5 17 0 0 1 0 01

4 6 0 1 0 0 01

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

鈴木
仁田
鹿子島
末政
西郷
川島
川村
塩田
田中
手塚
米倉
河西
村瀬
俵
岡芹

１（中）
　ニ
2（遊）

３（左）
　左
４（三）
５（ニ）遊
6（右）
7 DH
   PH
8（捕）
 PH捕 
9（一）
　PH

本間

野中

吉田

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中安
ーー
右飛
ーー
左中ニ

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
右飛
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右飛
ーー
中安
ーー

ーー
右飛
ーー
ーー
左飛
ーー
四球
左安
左中ニ
ーー
三ゴ
中安
ーー
四球
ーー

ーー
ーー
ーー
投安
ーー
中安
三飛
一ゴ
三直
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

遊ゴ
ーー
四球
ーー
ニゴ
ーー
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

三ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右中ニ
四球
ニゴ
ーー
二ゴ
ーー
右三
ーー

ーー
ーー
左飛
ーー
三振
ーー
左ニ
中失
中飛
ーー
右飛
ーー
ーー
ーー
ーー

３２１１７ ７ １ 4

打　安　点　得　振　四死

0
0
0
１
0
１
１
２
１
0
１
１
0
２
１

２
２
２
１
３
１
３
４
３
1
3
３
１
２
１

0
0
0
0
１
0
１
２
２
0
１
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
１
２
0
0
２
0
１
１

0
0
１
0
0
0
１
0
1
0
0
0
0
１
0

0
0
0
0
１
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

GOLD’S GYM

東京好球倶楽部

408 00
0

2014年7月6日 

00000
12

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

4 0 0 0 0

0 0 0 0０

【打者】 1 　 2 　 3 　３　 4 　 5 　

計

鹿子島
川島
鈴木
西郷
大畑
川村
田中
河西
欠端
岡芹
仁田

１（遊）
　左
２（中）
３（左）
　遊
４（三）
５（右）
６（捕）
７（一）
８ DH
９（ニ）

佐藤

岩田

ニゴ
ーー
四球
右安
ーー
四球
本塁打
一飛
遊ゴ
ーー
ーー

遊飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三振
右飛

四球
ーー
中安
ニ安
ーー
四球
三ゴ
一ゴ
三失
右安
四球

ーー
ーー
四球
四球
ーー
左安
ニ飛
ーー
ーー
ーー
ーー

中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左安
四球
中飛
三飛

ーー
ーー
中飛
ーー
右安
ニ飛
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー

２４ 81212 1 8

打　安　点　得　振　四死

３
０
２
２
１
２
４
３
２
３
２

０
０
１
２
１
１
１
１
0
１
０

1
０
2
0
1
2
3
0
1
2
0

1
０
2
1
0
2
3
0
1
2
0

０
０
0
0
0
0
0
0
0
１
0

１
０
２
１
0
２
0
0
１
0
1

1/3

２/3

1

1

13

２

49

8

1/3

2/3

（7回コールドゲーム）

GOLD’S GYM

エスプライド鉄腕

011 020
1

2014年10月12日 
東京都クラブリーグ

東京都クラブリーグ

000000
001
001

5

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

３ １１ 49 3 1 0 0 0

4 11 1 1 0 0 0１

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

三井
田中
村瀬
川村
西郷
川島
米倉
手塚
鹿子島
塩田
俵
末政
岡芹
河西
仁田

（三）
PH右
（一）
PH一三
（左）
 左
DH
PH
（遊）
 遊
（右）一
（中）
（捕）
PH捕
（ニ）

本田

鈴木

吉田

岩田

嶋田

左飛
ーー
中飛
ーー
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
中安
ーー
左ニ
ーー
右犠飛
遊ゴ
中飛
ーー
ーー

三失
ーー
右安
ーー
ーー
左安
遊飛
ーー
投ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
死球

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右飛
中飛
三振
ーー
ーー

三犠打
ーー
右中三
ーー
ーー
左犠飛
捕飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
死球

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三飛
ーー
遊飛
四球
遊ゴ
ーー
ーー

三振
ーー
ーー
左飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
遊ゴ

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右飛
ーー
一ゴ
ーー
中安
中安
三振
ーー
ーー
ーー

ーー
中安
ーー
中犠飛
ーー
一ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
右安
一犠打

３１９５ ５ ３ ３

打　安　点　得　振　四死

３
１
３
１
１
３
３
１
３
１
３
３
３
１
１

0
１
２
0
0
１
１
0
１
１
１
0
0
１
0

0
0
１
１
0
２
0
0
0
0
１
0
0
0
0

0
0
１
0
0
0
１
0
0
0
0
0
0
１
２

１
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
１
１
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
１
0
0
２

１ 4 18 0 0 1 0 0

7 29 1 1 0 0 0２

9 33 5 2 0 1 1２

（5回コールドゲーム）

GOLD’S GYM

警視庁野球部

100 041 000
3

2014年7月6日 

000110 100
6

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

5 6 6 2 2

1 2 1 12

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9 　

計

川島
末政
大畑
塩田
川村
田中
俵
三井
仁田
手塚
岡芹
西郷
鈴木
村瀬

１（左）
２（中）
３（三）
４（遊）
５（右）
　右
６（一）
７（ニ）
　ニ
８ DH
　PH
　PH
　PH
９（捕）

嶋田

吉田

米持

四球
ニゴ
中飛
遊安
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
捕飛
左安
ーー
ニゴ
ーー
ーー
ーー
ーー

三飛
三振
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左飛

ーー
ーー
四球
左飛
一ゴ
ーー
四球
中飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

死球
三振
四球
左安
四球
ーー
中安
一ゴ
ーー
ーー
三ゴ
ーー
ーー
左安

本塁打
中安
四球
遊ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
左飛
ーー
ニゴ

ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三振
遊飛
ーー
遊飛
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー

左安
三振
二ゴ
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
ーー
三ゴ
左安

ーー
ーー
ーー
遊飛
中安
ーー
右安
ーー
三飛
ーー
ーー
ーー
右飛
ーー

3711 6 6 5 7

打　安　点　得　振　四死

2
0
3
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
０

0
3
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
０
0

3
0
１
１
0
0
0
0
0
0
0
0
0
１

3
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
０

2
1
0
2
1
0
2
1
0
0
0
0
0
2

3
5
2
5
3
1
4
3
2
1
1
1
2
4

1

1

25

9

101

31

0 1 0 02 27 27

東京都クラブリーグ
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９
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東京都クラブリーグ戦

GOLD’S GYM

東京弥生クラブ

142 49
0

2014年１２月7日 

00000
20

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

5 1 0 0 0

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　５　 5 　

計

鈴木
仁田
河西
鹿子島
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３（遊）
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８（一）
９DH
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東京都クラブリーグ

（5回コールドゲーム）

TOKYO METS

【投手】 回数　   打者　球数　安打　三振　四死球　失点  自責点

6 2８ 88 ３ 4 7 4 4

1 5 54 1 2 1 0 0

２ 12 54 4 1 2 3 3

【打者】 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　８   9

計

欠端
村瀬
三井
仁田
鹿子島
川島
米倉
俵
岡芹
川村
塩田
末政
河西
鈴木
田中

１（一）
　一捕
2（二）
　二
３（左）
　左
４ DH
５（右）一
PH捕
6（三）
7（遊）
8（中）
9（捕）
　PH
　右

嶋田

本間

岩田

2910 88 7 8

打　安　点　得　振　四死

0
３
２
２
３
２
4
3
0
2
3
4
1
0
0

0
２
１
0
１
１
1
2
0
1
０
1
0
0
0

0
1
1
0
0
0
1
2
0
1
０
2
0
0
0

1
1
0
0
1
1
1
1
0
1
０
0
0
0
1

0
0
0
２
１
１
1
1
0
０
1
0
0
0
0

１
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
1
1
1

四球
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２０１4年11月24日  上尾市営球場
東京都クラブリーグ
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